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生絲の物理的性質の研究　第四報

生絲の長さの變化と温濕度との關係に就て

窪田潤

1．緒　　雷

　　生継は極めて吸漁性が高く從つて漁度の爲に受ける歌態の攣化が又大である。而して漁度高

　　き時は伸び漁度低きときは牧縮するζとは何人も想顔し得ることであり経瞼するところである

’　が共の測定法の困難なことと温度の爲に受ける膨張歌態が不明であった爲か．生綜が温度及び

　漁度に依つて興の綜長の上に如何なる攣化を受けるものであるかと宏ふ事に就ての精密な研究

　磯表は今日迄のところ極めて少ない。薯薯はか？て昭和七年に理論的に生綜の膨張瓶態に就て

　獲表し又昨年四月日本慧綜墨會學術講演會に於て豫報として生懸の仲縮に就て述づたζとがあ

　　るが洪後引績いて之が調査を重櫛1榔に渡る、漁澱と齢　の長さの攣化とQ關係四かに

　するを得た故ここに一括して報告しようと思ふ。

　　　　　1瓦．實験方法

　　　　　（1）試　　　料

　試料として本狡塵白繭綜國穰日一號×國獄支四號を五粒定粒繰綜及び三粒定粒繰紐で繰製し

之から百回繊度綜を探取し小紹とし後一週聞ヱーテルを以つて脂肪類を浸禺除まして敢娼し乾

燥貯藏しで置執試験に際して、各継條を一定の張力のもとに揃へ以つて測定器に掛けるに必要

な長さ25Gnユの料綜を用意したのである。而して三粒繰生綜の繊度は10．46ヂムール（淵度5319。

F漁度75％のもとに於て）五粒繰生綜の繊度は19．81デ鵡一ル（溜度47．3つF漁度75％の

もとに於て）であつた之等の生綜200本を取つて3粒繰のものには71．19τamの張力を加へ

即ち封一本0．355gram封1デニー　　　　　　　　　　第　　一一・・　圃　　　t

ル0・03暫a・・を五粒繰のものに馳’　　　　．、．一一一　　・・．一一、一

009t’amをEPちrv－一本1・OO　gral　m封　　　　　　　　　／　　　　　K＼＼，／／でig　c
＼、　　！’；項　痢　隔㍉＼

一デs　－eル0．034gra加の張力を力ll　　　〆　　　’・ハ’！、

へて綜條を揃へたのである。　　　　　・　　　　t，・　．r・tκ劉

ハ　　！　　　㍉

（2）　測定器と其の使用方油　　　　樗〃孕ジ＼　　　∈1／　猿
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測耀として聯一敵示蝦な／評　＼17ノ”ny
白記漁度計を利用したのである。　　　　　　　　　　　　E

　石三綜はACBに掛ける、（第21置1参　　　　 ．　　　　　」：：ユーf：ニコ

照）温度にもし攣化が無ければ本器

αし，
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e　　e

は別に膨張作用を生ぜぬ故A13の距　　　　　　　　　　　　　　＼

離は一定である、共れ放生縣が牧縮すればC黙をGの方向に引寄せる、從つてIever・OFは

0を中心として其れ相當の廻博をなし同時に1eveHくは上方に動く、而してlever　Kノ、もスプ

リングの作用に依つてKに從って上方に動く。之の爲ペンBは0’を中心として下方に動く。

もし坐綜が仲長すればK・K’は下方に、ペンRは上方に動く。放にペンRが自記する距離を測

　　　　　　　　　　　　　　螺幽
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　　　　　　　　　　　　　　定する時は　AC工3に掴けた生綜の仲

第二圃　　、＾鍛び牧縮鰍態をnvstit，し得るので
　　　　　　　　　　　；　あるJ然しながら實際に本器を取扱

　　　　　　　　　　　｝ふ蟷つて濃が餓粥響す磁
　　　　　　　　　　　1　之の補正が必要である。荷オ実謡に於
　　　　　　♪　　　　　　聖

x7etPプ

　　　　　　　∫　　　　　　　・　K　　　　　！　　　　　　°
　　　　　　　　　　　　　　　　κ　　　　　1　　斯の如き裟置を使用するに當つて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　は特別な記録紙を用意しておく方が
　　　　　　　　　　’E　．　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　便利であるが『普通に使用されて届る

漁度記録用紙で蔽鞍へがない、只之の揚合には稲繁難な手鐵を要するeとは止むを得ない。

而して漁度記録用紙を用ふる傷合には該用蔽の漁度の同盛を粍に換算ししかも記録用　clxum

の下端よりの高さを以つて表示しておくが便利である。そして生綜の伸縮によつてOFの動く

角度と之の粍の目盛との關係及Pt　OFの動く角度に封するAOBの長さの慶化との關係の表

を作製しておき、之等の關係を利用して先づペン先の口盛を灘度％で讃取つたなら直に粍突

で伽1nの下縁からの高さに換算し刻こ之に射するOFの角度を求め次いでACBの長さを求

めて原綜長と比較するときは共の伸縮歌態を知ることが出來る。ここにOFの角度は・OFが

垂直のときを0°とし0】yが之の垂直の位置からCGに向つて動くときを（十）之と反封方向

に動くときを　（一）とし試料を本需に掴ける時OFカ§常に0°にある様に調節するを便利と
する．縮は勧て鋤酬糠さがi。誌。。内タ礎化するとき麟易に之を演』定・得る

のである。

　術本測定器の機能及び使用方法に就ては日本獄綜肇難誌第五雀第二脱に詳細に報告する豫定

故同號を参照されたい。

　　　III．實験結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1

　　　　　（1）温度が生懸の長さの型化に及ぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　生継が温度の影響に依つて伸縮する升1こ態は一般の木材、金燭類と異なるc部ち生綜は温度ヒ

昇する時は牧縮し濫度下降すれば仲艮するものでありて實験の結果生綜の膨張係鰍は

一〇．0000098であつたごとは既に鐙綜撃難誌五巻一一號に報・告したところであるo而して今、更

に生孫の膨張状態を確める意味に於て先の測定方法とは壼然異った自記灘度計による調査を試

み前實験と同一の傾向を縄た故；1tの結果を次に掲げて見る。

　生綜が温度のみに依る影響を見る爲には含有水分の影響を除去することが必要である。之の

爲に二つの調査方法を試みた。勘1ち

　（a）生赫を高温度中に保持して含有水分を完全に近しと思はれる程度に除去し其のjvミ態の

もとに温度が生懸の長さの攣化に及ぼす閥係を測定する方法。

　（b）生綜を恒灘装置中に保持して以つて灘度が生綜の長さの愛化に及ぼす關係を測定する

方法。

　生綜の無水量は一般に140°Cで30分内外乾燥して測定しておる。も’し110°C位であれ・

ば二時聞位を要する。帥ち之の程度で生綜中の含有水分は殆ど無くなると云ふ諜であるが嚴密

に云ふときは此の程度の操作では全膨化附着水を取り去る購は出來ないのである。それ故吸牧

fi　　｛　　てC職でACBの生綜に作用する張

c一ｦ力は10、19・9・am　ut　200本拗とき
　　　　ロ
　　　　1　　は封一本亭均O．05　gramが常に作用
十゜　　1　’してteる
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水分の完発な除去には乾燥した水素無流中で120－125°（1に加熱するか叉は10＿1嶺nm盛

力の下にP205上で100°　Cで乾燥する必要がある。故に（a）の方法では水分を完企に除去

する～：とは極めて困難である然し實際に於て100°C以上で相當のロ寺1｝日を繹過せば含水最極め

て少く從つて興の影響するところも無親し得る程度のものと考へられる。今撒回實測した…例

を示せぱ第三圃の如くである。

第三囲の結果から第一表　　　第三醐　　　　　　　第．四圃
に示す様な債を得海。　　　　．　　測鴬室内の流慶と　　　　　　　　　湘慶力ζ生綜の長さの鍵化

第畷は三灘騰酬欝lf欄と聯　　　 麟騨蹴（OF）のf’」

鷲酬け鰍翻に入れ13° @　　　、』農（・）

鞭静繍1縦甥響署盤灘．　1

tの曲線は．　Y　・AGbx　a－）　20

方程式で爽はすことが出楽
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第　　一　　表

漁

度

（c）

loeO

1050

1100

コ．150

1200

1250

130e

ヱ32Q

角度（測定器のOFがi垂直線となす角度で角度（十）の時は撒値魂痂ほi吸編冨、…一『
減少は伸長を示す）

測定器が
温慶の爲
に縮みの
択態に及
ぼす影蘇

3．510

3．650

3，780

3．9工o

d．050

4．ユso

A．310

些．370

温度上昇せるとき
（a）

生綜を掛
けた測宛
需の示塵

一

9．270

9，強70

9．630

9．800

9．960

10．050

生綜の長
さの攣化

5．4so

5，560

5．580

5．620

5．650

5。6so

（b）

生綜を掛
けた測定
器の示度

8．800

8．900

8．950

9，130

9。380

9．630F

9．730

生綜の侵
さの鍵化

円

5．15e

5．1za

5．OAO

5　，080

5，2〔｝o

5．320

5．3．　60

温厘匠炉Fffitせるとき

（c）

生孫を掛
けた測定
需の示度

8．720

8　．E　「DO

8．970

9．180

9．蛤o

9．650

9．goo

並綜の長
さの攣化

5．210

5．200

5．1．go

5．270

5．370

5．470

5．5go

ヱ｝s　　均

生綜の
．長さ　の

憂　　化

5、210

5．180

5．270

5．2go

5．340

5．．d30

5．520

5．520

る。第一表の仙を用ひ最小こ二乗法に依つて常鐵a及びb・を求むればa＝4．221）＝O．00201　1

故に温慶を七とし温度の攣化の爲に生綜の長さり攣化する量をOFの角度で表はし0とす

れば
　　　N　　　　　　　θ罵4、22e｛）・oo201t・・・…　∵・・…　。・一…　一・。・∵・…⊆1）

となる。之の公式に依つて算出し海値と實測値とを上ヒ較すれば第二表の如くである。
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1　　　第　二　表　　　　　　　　　　高温中に於ける生綜の牧縮欺態は（ユ）式の如

温

度
（c）

1000

ユ050

1100

1150

1200

ユ250

ユ300

OFの角慶で表した
生縣の長さの璽化

賃測値
　（A）

5．趾0

5．工80

5．270

5．2go

5．34e

5．d30

5．520

計算値
　（B）

　　　　　　くである故此れを微分するときは各湘．度に於け

　　　　　　る生綜の牧縮割合を求めるヒとがとll來る、叉之
A－13
　　　　　　の割含を長さめ蹴位に換算正原綜長との比を求

＿　t－－ttt．一一　　めれば生懸の膨張係緻が得られる。師ち第三表

5・160 @　0・05°　　の如くである0
5．210　　　－0．（，3　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　dLθ　　　　　　0．012工6

5．2dO

5．320

5．360

5．d30

5．d、80

。．。3　鋸嶽「ゆ擁鰺はπ漕灘㎜朔
一。．。3　裸じ輝のである・但し19・0971は聯長

一．
潤D02　　　（c．m．）0，01216は角度一度に封する牧縮綜長を

　O　　　　e・ln・で表はしたものである。

…4　　斯の如く高瀞欧生綜を摺けた濁完器を入れ

　　　　　　水分を除去して溢慶のみによる影響を見潅結果

第三表　　　　　　　　は先に報告し海結果と同様の傾両を示し温度の

温　度
（C）

．1000

1050

1100

1】50

1200

工250

1300

収縮角度・
（dOdt）

0．010360

0．010孟70

0．〔｝1053e

0、010680

0．010770

0．010910

0　．Ol10　CaO

　　　　　　　　　　上昇に俳つて生縣は牧縮するものであることを

膨張係敬　認めた。

　　『｝…mt @　　上述の實駿結果は嚴密に鼓ふときは水分の除
一一 Z．0000066
＿0．0000067　，　　去が不完全であると云ふ黙に幾分の不正確さが

＿O．eOOOO67　　　ある。依つて（b）の方法により濁淀した祓績を

一・－ O．OOOOO68　　　　」以下に掲げて見よう〇

－O・OOOOO69　　　　　漁度の調節には硫酸を用ひた。或る一定濃度

：1：1欝1　の轍咽する關係繭・澱の上昇に俘囎
　　　　　　　　　IJIIすることは第五圖に示す如くであるが50°C

以下に於ては攣化極めて少く殆んど　　　　　　　　　第　五　稠

一定と見倣し碍るのである。而して　　　　一定濃慶師繊と關係瀦凌及蹴L慶との關係

澱の．堺と供磯分なりとも關係　ノ8　　　　　　　　　62　％
漁度の増加するととは本實験に極め　　ノ7

て燃除であつ齢第臓ゆヒの（b）．犠　　　　　　　　6・％
の方法により勘1ぢ62．531％の硫酸に　灘

依つて脇の關係繭醐した箋15
desiGca七〇r中で五粒繰白繭綜につき¶）14

測定した結果である。　　　「卜　　　　’13

　第四表を囲示すれば第六圖の（a）の

如く殆んど一直線を以つて爾奢の關　ノ2

係が示される。今温度を七角度をθ　　11

とすれば

　　　θ一・…98・一……（2！・　°1°2°3°総輪）6°7°8°9°

　然るに本測定器は金騰製の爲温度の上昇と供に各部はよく膨張する。就中AB間の距離の埜

化は最も本實験に影響するものである。帥ち温度の上昇の爲AB間増大すればC黙ぼCGの

方向に引かれ恰も盤縣が牧縮したかの如き現象を現はすのである。實測し湘結果本測定器は温

度の上昇にまり第六圃の（b）に示す如き割合でOFを（1－）の方向に移動させる様な作用をす

ることが朋かとなつた。（b）なる曲線は　　　　　　　　　　、

ノ
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第四　表　　　　　　　t　2．00

淑

度

（c）

　0

16』0

20．oo

25．oo

30．oo

35．30

39．oo

灘

度

（％）

1d．6

ld．6

同

同

岡

同

同

　角　　　　　　　度　　・　角ノ．80

雛鱗薩羅凄繋1…

5，1500

6．2330

6．6170

6．S330

7．2170

7．dsoo

7．7830

　　　　　　iノ．40
°°

@　嶋．2。
0．800
　　　　　　分
・．…　，ギω

1．25・ @　呆o・80
・．5・・ @ll　・．・・

1．67。 @　i撃α40
　　　　　　）
1．920

　　　　　　　0．20

1　　　　　　　　　　0　　10　　20　　30　　40

　　　　　　　　　温慶（C）
　　　0＝－0・023＋0・049ト0・COD16伊＋0．00。00016七・一・…・一……（3）

第（3）式を以つて示すtとが出來る。從つて生綜の温度によつて伸縮する歌態は（2）一（3）に

依つて表はされる。LgPち

　　　θ＝0・023＋O・OOOB七＋0・00016七2　AO．00000016伊一・…・・…一一（4）

然し40°C迄の範團内のときは

　　　o　＝o・023＋o・ooo8七＋Q・ooo16t2…・……一・・一一…一・一…（5）・

（5）式で充分であるf轍か伝へnv　c：4）一（5）は腋に示す如く40・C燃てO．・1・で糊

定將には感ぜぬ程度のものであるからである。

　　　　　　第　五　表　　　　　　　　　第5式を徴分すれば

淑

度

（C）

0

5

10

コ5

20

25

3e

35

40

＿角
@　　慶　『　　　器0・00・81（1＋÷七〉・・……一⑥

（の式から

求めたo
　（A）

0．000

O．031

0．047

O．071

0．102

0．1虹

0，ユ87

O．240

0．30コ．

（5）式から

求めたo
　（B）

O．000

0．031

O。047

0．071

0．103

0。ld3

0．191

0．2ま7

0．311

A－B1 @（6）式を得る之の式はo°－40°G聞に於い略
．－t－ E　　温渡に封する生綜の仲縮の割合をOFの角度で

　o・o　　　　示すものである。而して第5式及び第五表に示

　o．o　　　　す如く角度θは（＋）で温度の上昇と共にθの

　o．o　　　　偵は堆加する放生綜は温度の上昇と共に牧縮す

　0．0　　　　　る事がわかるo

＿。、00、　　（6）式を用ひて生綜の膨張係敬を求むれば第六

一〇，。。Z　表の如くである・

　　　　　　　膨張係数βは
一・ n．OOd

－・．・・7’
ﾀ・・一“・・…8（・＋号b）1§1諸ll層

”°凸゜1° C又はβ一一・・・・・・・…（・＋÷・〉∴…・・…・（・）

（7）式に依つて求めた」ここに19．0971は原縣長Cc．m・）0．01216は角度‘ P度に封する牧縮継

長をc・m．で表はしだものである。

　而して生綜の含水量は關係漁度が同一であつても温度異なる時は叉攣化するものである故に
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同一關係濃度のもとに湘度を攣化して生綜の長

さ曖化を測定し輝繰は勿論水分の影響が幾　　　第六表

1の鱒・於て或は小蜥渡邸寵郎購の島一（・＋1り

　　　A，、物，．の一，，－v・・．：“，。．．，，副　・．・…8

分あるものと考へねばならぬ。然しながら著者　　　温

度は淵度のヒ昇に從つて壌加する傾向あること　　25。

は既に述べた如くである故本欝験の如き装置に　　30。

於いては澱の上畢共に釜列1懸の含朗が　3、。
増加するとも減少するものとは湾へられない⊃
期、撚嚴密転ふと額齪度の」、昇に從つて　d°°

實験によれば漁度30％以下の時は高漁鹿の瘍　　｝mtm…wt

r・1　方が｛P　て益綜　含水証多き傾向を小しL　　　　　l

おる。（低漁より高漁に向ふ傷合）故に乏の膓合　　　5°　　　　0’002’S

M・．6％程度の漁度に於ては少くも温慶の一ヒ昇に　　10°　　　0．OO40

從つて含・鰻滅少する現る必要は無珊　，！・・i　・…5・

ふ・のみならすM鍛脚轍圃す礪煕　…i　・…72
　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

0．OO88

O．0102

0．OZ20

O．013（S

膨張係数
　（β）

一〇．00〔｝ooor）

一〇．OOOOO15

・一・　O．oooooca6

’－ n．（）OOOO36

一一 Z．OOOOO46

一甲 O．0000056

一〇。0000066

一〇，OOOOO77

一〇．oOO【〕〔｝S7

生綜の牧縮する厭態は第六表に示すものより更に顯著なものであるかも知れない。帥ち本實瞼

に於ても雄綜は温慶の上昇に依つて牧縮し下降に從つて伸長することを明に示した。

　　（2）滋度が生練の長さの璽化に及1ます影響，　　　　　　　，

　雄縣は吸漁に依つて伸び水分獲散に依つて牧縮することは明白なととである。之の益綜の仲

縮が關係漁度との聞に或は含水量との間に如何なる關係あるかを鍛景的に求める爲ヒ記測定器

を用ひで爾明かになすことが禺來た。

1本實験は測寧器に白五糠駆‘tl綜を掴け・硫酸で漁度を調節しte　desicca七〇r中に入穿し、此の

desicca七〇rを更に湿度調節装置を有する鋸内に装趾して調査を行つたのである。即ち關係漁度と

～k継の長さ愛化との關係は第七表の如くである。之を圃示すれば第七圃（恥のコtn＊曲線となる。

　　　　、，第七t’肇一　　．t　　　　　　　　　第　七　岡　　，　　’・，
＿＿、．一＿．
@　　　　＿＿＿＿．＿　　　　　伸

温

（（J）

250

，「

，，

，，

，，

灘

度
（％）

爺
25．5

36．4

4S．O

64．9

75．4

89，8

藤死

　侵
1（c，m）

19．01952

19曹’07109

工9，09649

19＿工0935

19．13227

19．1536d

19，18083

鷹籟轟1．24σ8・・餅擾多6！…222426283・
を韮巽準とし　0．18

講劣篠o・ノ6

激【盤並＿　0．14

o　　レリ．12

0．05157　　0、10

0．0761，ブ、0・OS

O．089S3　0．05

　　　　」0．04・
0，11275

　　　　’0，‘，2
〔｝．13d．12

0e16131　　　　　　0　　10　　2030　40　5060　70　吾0　90　　100

　　　　　　　　　　　　　　　關係灘慶（％），

o御5％
　　　　　一　一黶@一　一　一

，　’　一o，8卒o

，げ
，許岬

ρ，735

@　1
（B｝，／’

’

’
， ’ 「

’ o
・o，630

@　　一
　　　　　　　，
O，525

　　’
@ノ@’
f ㈲

翼

’，

’

0．阜20
o
！

κ

o．．’5

　　　　　　　　　　7
ﾂ，2’o

’

’

’

0／d5　　　’
勃 甲

、

、潔

楮て！l三綜の大射中に於ける含水蚤は關係潔駿に左右されるものである。此の爾奢の間には

　　　　，Q一跳＋ま，H・∴・一・…・…一一・…：…………∴…一（・）　／／
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なる關係がある・eeにQは吸顔ヒを％でz正は關係轍を％で表せるもの，・，b，・・，蹴

獅緻であつ稿澱り低灘挿q潮合、鰯よ蟷謙鶴場合、畑度に依賊は轍
の欄・搬の細欝によ曝るものである．而して儲の繊を始め漏｛ジ陣餓服澱
表せる鈴木三罠眠の裾・廻也Th・S・h1…i1・9購；の糸繰を齢し骸25・Cに於ける關係

漁度に謝する含水量を第八爽の如く假定するならぽ本蜜鹸に於ける燈縣の長さの攣化と含水量

との關係は第九炎の如くである。

第　　八　　表

一璽璽」・一一L辺・・i・・］・・1・・Ll・・回…
錨鶴水盈一9・「・．・・』。8－一・1・．・5・・．・・、3湘6。i、。．。。

　　　　　　l　　I　　　　　　　l　　　　　　、　　l　l

第　九　表　　　　」　第九表を圃i示す輯ぎ第七岡の（B）

蘭　係含水m　tk．“．kの｛iliftttl（c．1の1、

灘　　度
　（％）　　　（％）（～　1貿測値（・1）1計・算値（2）

0

14．6

25，5

36．d

48．O

6d，9

75．4

89．8

1．OO、O

〔｝

3．9

5．3，

6．7

7．s

9．8

12．3

19．5

30．0

0

0．0516

O．0770

O、0898

o．1128

0．13巫1

O・16113

　　　｛　　の如き曲線を刀℃す。　此の曲線は双曲

、差@　　継り方程式1

（1）一（2）　　　　（x十a）（x十1））th　CL・・マ6・…・・〈9）

一一一 c＝一… @（9）式を以つて表はすを得。本實験
一〇．d44S

十〇．0026

十〇．01並9　’

十〇．0735

十〇．0902

十〇．1125

十〇．コ315

十〇．1616

＿＿＿
@i＋o．18ユエ

　　　1

一一’ ﾌ結果より圃b，C，を求むれば
＿0，0026　a記1，928　b」－O．221　G署＿1，273

十〇，0067　故に含水量を（）u・生糸系の水秀の爲の伺1

＋・．・。、5卑Lとす繊

一一 Z・OOgde
@　エ」三r　O・221－（己幸ま…鷺蓋ft・「一・・・・・・・…　（10）

十〇、0003

＋o．0026　　（10－）i式にょる詮卜算値と竃1則傑〔・とを上ヒ

＿V，0003　較すれば第九表に示す如くである。岡

．．．＿．．．　表の0％に於ける計算値一〇．4445

　　　　　は含水量3．9％附近に標嬉0を置

いた爲に斯る（一一）の値をとつたのである。　　．　、　“”　　　　’

1・i・嘩げだ蝋生総含フ爆少きときは・騰の含フ燈の埆加Pこよつて甚Lく仲び含水が飽不n

の駅態に近づくに從つて伸びの割合が減じてくることが知れる。

　之に比較して人遭絹綜は含水箏約20％までは直線的に仲長の攣化をなすものであつて生縣

と共趣を異にするものである。

　而して（10）式を徴分すれば各含水量に於ける伸長割合を求め得るのである。

　　　　　　　　　dL　　　1．273
’　　　～唖＝（Q＋」．928）…°’…！……’‘’t’°………一・（11）　　・

　各含水量に劃する仲長率を示せば第十表の如くである。

策懐中の櫛は（涌鵠，÷・8・・7・蛎ら求めた、

但し18・57242は原懸長19・01952c塒から（0．OD26十〇．4446）cmをの乾じたものである。第一1一

表を圖示すれば第八圖の如くなる。



で60　　　　　　　　　　　懲　　榊　　躯『　雑　　誌　　　　　　　　　〔第六巻

　　　　　　　　第十蓑　　　　 第八圃
　　　一一一一一　一一一一一…一一一…一＿．一＿＿　　　　　　　　0．020

脅水澱

（％）

0

5
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15
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25

30

滋互
d（）

O．3姦2孟63

o，〔｝26522

0．0089．d7

O．OOdd4‘a

O。0026d7

0．OO17dO

O．OO12dig

伸　侵　麹

O．018d38

O，0伽庄28

O。Goo482　’

0．OOO239

0．00〔｝133

0、OOOOgdi

O．OOOO67

0．018

0．Ol6

0．014

0．012

0．010

0．008

O．006

0，004

0．002

0　5　10　15　20　25　30
　含水鍛％

水

と

生

の

仲

長
翠
と

の
關

係

帥ち伸長率は含水彙増加するに從つて次第に減少することが知れる。

　　IV．繕　　　括

　　　（1）本實験は自記漁度計を利用して濫漁度が生懸の長さに及ぼす影響を調査する爲に行つ

fe．糊辮はMe＄t・P・・ce醐し緬蒲酬の攣化を糊に自言己するのである棚度磯

　化に從つτ需の各部は膨張敗縮する爲測寧器申身の彰響を測定成績に潔ぼす。この故に測定謡

’　は使用前に必すよくその性質を調査しておかねばならぬ。本測定舗が温度の爲に受ける影響は

　　温度を七，OFの動く角度をθとすれば　　「　　’　‘I　　　　　　　　I

　　　　　　θ：＝＿－O．023十〇．049t＿O．00016伊一ト0，00000016伊

　　で表される。

　　　（2）温度が生綜の長さの攣化に及ぼす影響を見る爲に二つの方法を行つた。

　　　（a）　10．46denierの白生綜を高湘中に保持して無水の」りこ態とし．温度のみが生綜の長さ

　　　に及ぼす影響を見た結果生懸の膨張係数βは

β一一・…848？一×羅1

で示された邸ち100°Cで一一〇．0000066．130つCで　一〇，OOOOO70でかつて報告し）セ結果と同

一の傾向を得た。

　　（b）19．81denierの白生綜を14．6％の一定濃度中に保持して濫度が共の長さに及ぼす

　影響を測定した結果は

　　　　　β一一・・…D・・r・・（・＋暑七）

となりβはo°Cで一〇・PQQOQQ5・40°Cで一〇・ooooo87で，（a）の傷合と同様の傾向を示し

た。之に依つて見るに生縣は温慶の上昇によつて牧縮し、温度の下降に從つて伸長するものと

考へられる。

　（3）生綜の長さが漁度の爲に攣化する1伏態を測定する爲19，81denierの白繭綜を25°Cの

一鑓濃度のもとに種々の漁度中に保持して調盗した結果巫綜の含永量に鮒する仲長率は　．

　　　　　　　　　　　　　（dititll／1＃J＃、）2＋18・5724・
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に依つで弥出された、ζこにQは含水最を表はす。而して盤綜の仲長率は含水量の塘加と共

減少することが知れる。

　絡りに本實瞼装置の御便宜を計り下されし蒲生教授に劃し謹んで感謝を捧ぐ。
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Studies・，・n・・m・Phy・i・al　Pt・画ti・＄，・f　1Raw　lsilk，　wi’tli、

　Special　Reference　to　the　Effect　of・Tempera愈ure　and

　　Humidity　on　the　Leng出，of　the　Raw　Silk　Fibre．

by　Jun　KUBOTA

（Received　Ma欝ch．26．1934）

Rξsum6

　　　　1．　Introduction

　　　It　js　we11　known　that　the　temperature　and　humidity　of　the　air　affect　the

physical　properties，　such　as　length，　tensile　strength，　elasticity　and　electric

conductivity　for　the　raw　silk　fibre．

　　　The　inf［uence　of　temperature　and　humidity　upon　the　length　has　been　studied

by　author；he　repeated　the　experiment　by　us三ng　another　method　shown　in

fo110wing，

　　　The　apparatus　is　the、self・recording・hygrometer（Fig　1）which　is　very　sensitive

f…h・p・・p・・e，　S・．th・・，・he　chang・・f・h・・rd・・、。誌。σi・w・11・m・a・ured・

　　　Thetemperature　ef〔ect　on　the　apparatus，　must　be　test　before　the　experiment．

　　　If　p　utθ＝O　when　OF　vertical（θdenoteS・angle　OF1））and　t・・temperature，

then

　　　　O驚＝－0．023＋O、049t－一一〇．00016t2＋O．OOOOOO16tY’…・…1……・………一・………・・…・・…・（1）



’

ゴ62　　　　　　　　　　　　　　　　　　戴　『　「綜’　．　県　　1’　閏靴1　「』誌　　　　　　　　　　　　　　　　〔第メく奮

　　’／ρ　　　　　　9＼、　　　　，／；二～　卸　　㍉、、

　／　　　　　　　　　＼、，／／　ヤilj　ロ

！’・　　　　　　Kノ，呼×、，／　　、

「　　　　　　　　　　　　　　　　昌　ン　　　　　　ち

　　F磨，x　　　　　　　　　　　　　　　　II．．Effect　of　temperature

．．．rt．、

@　　　　，，．．一．．、　　　　　　　　Experiment（1）

　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　ハ
　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　，　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l’　　　　　　　　1　　　　・こ：←ゴ　N／1　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　i
　　　　　襟ジ，二塁：：∫二＼　　　∈∋／　」×’

　　／’　　　＼、　レ7／ノ＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ドココHり　　　　　　rリ　ロら

，1”冒噛⊥＿」““圃w

燭
s．；rpt

へe．High　tempeVature

．、　　　　　Sample・…－whiヒe　raw　silk

l　　　　　　SiZe…・・…ユ0．46　denier

　　　．，　　◎　　’　　　Variety－．Kokusan　：Nichi

　　　　　　　　。　　　　　1xKokusan　shi　4，
、、、一鴨陶．．．ρi〆 @　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　The　apparatus・由ith　sarnple

　　　　　　e　　e　　　is　placed　in　the　conditioning　ap・

　　　　　　　　　　　　　paratus　and　dryed　to　extrernity．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Angle　o　read　at　different

temperature　is　shown　in　Table　I　and　Fig　2，　which　written』analy仁ically　by

　　　　　〃＝4，22eO’oo2t〕1t’…・…・…・・…・…・……・・…・・………・………・…∴t－…・・………・・…・・……・…・（2）

　，藷1一面・漏II長（お・．「』≒のi蜘re・ti・・6・・dm・1先i・1・1鑑

（C）

1000

105

ユ10

1コ．5

ユ20

125

ユ30

132

．．：＿

●　●，　●●　0

5．49

5．56

5．58

5．62

5，65

5．68

レ・・1・［翌・：5・匙whe「e碧齢脳灘，am，1e

，■　■　■o■

5，15

5。12

5．O兆

5．08

5．20

5．32

5。36

5。21

5．20

5，19

5．27

5．37

5．47

5．59

5・2t　　　　　O．01216　cm－…・…一…
5・18@　　　　　　　　Chan妄ξ　of　sarnple　length　per

5，27
　　　　　θ＝1°，the　real　change　of　length　thus
5．29
5．3、t　obtained　is　as　f・Ilows．　　，

5．43　　Thermal　expansion　coef丘cient　of

5・52　raW　Silk　iS　alSO　negatiVe　aS　ShOWr1

5・52@　・in　preirous　report。†

　　　　　　　　　　　rPa1・）le　I工

Fig．2
1　、　　　　Temperature（t）

【　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　　　（C）
　　　5，60

　　　5．5

》　5．4

聡　　5。3
ua

o　　　5。、9
　　　5．！

’

’

’

4
’

’

　，9
ｰφ

碕’
「

ρ

’

、ρ

100　　　　／10　　　　．120　　　　／30　　　　140

Temperature（C）t

10uo

ユo昏

110

115

120

1．25

130

　dO
－dT
（angle）

O‘elO360

O．OIO47

0．OXO5琴

OrOlO68

0，01〔〕77

0．‘｝1〔，91

0．．Oユ：1．02

thermal　expansion
　　coefficient
　　　　　β

i9 O．OOOOU66

一〇．0〔｝00067

＿【，．OOOOO67

一〇．0000068

一〇．00〔｝0069

一」0，0000069

＿〔，．OooOO70

　　『　　†　The　bulle七h）of　sericultul’e　and　silk－in　dus七ry，　VoL．．　V．　No；1，

　Experiment（2）．

亀Low　temperature　Sample・・…一…White　raw　silk，

　　　　　　　　　　　　　　　　　Size…………・…19．81　denier，

　　　　　　　　　　　　　　　　IVariety∴ll－…Kokusan　nichi　1×Kokusan　Sh・i　4。
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　The甲lnple　is　placed　in　the　g五ass　bottle　of　constant　humidity（14．6％）．　The

resα1t　is　represented　in　Table　III　and　Flg．3，　which　written　analytically　by

　　　　　〃篇0，002＄十〇．0008t十〇．00016t2…・…・…・……・……・…・………・………・…・……（3）

　　　　　　　　　　Table　III　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．3

　　　　　　「i’e・p・…u・e（。1・11gl・く0）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！Llelnperature　（c）　t　　　　　　　　　，

Di脆re・・i・1・a・d　m・1・i・1・器1，

　　　　　β・・　一・・・・・…5・（1＋丑t　　　5）・・……一一・…・…一一…一・…一…一…（4）

wher6β：…－therm烈．　expansion　　　　　　　　　Tableエv

COefficiept・　　．　　　　　t・nll）…tu・e（ヒ）
　Then　I　obtaihed　the　thermal　　　　　　　（c）

expansion　coefficient　lof　raw　silk

as　”　shown　in　following　table．　　　　　　　　　　o°

　　Ternperature　coefficient　is　　　　　　　　　5

alSO　negatiVe．　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　10

　　　　11L　Effect　of　hurnidity．　　　　　　　　　　　　ユ5

　　The　exper辻nent　carried　on　　　　　　　　　20

at　constant　temperature　25℃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

in　the　same　apParatus．

　　Sarnple……－White　raw　si五k　　＿、　　30

　　Size…・…………19．81　denier　　　　　　　　　　　r　　35－

　　Variety…………Kokusan　nich　i　　　　　　　　tlo

　　1×Kokusarl　Shi　4．

↑he　result　is　shoV▽n　in　table　▽　and　fig．4．
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　　　Tabe　V　is　showing　the　relat三〇n　between　lnoisture　contenじ（Q）and　length

of　raw　silk，　　　　　　・

The　elongation（L）is　as　folIows。

・L・…22・尋鑑……・………一一・…一一・一・・…一……・一・一一…・…（5）

Diff・・enti・・i・g・・d　m・1・i・1・i・g　i・by、8．51242，

4
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Table　V．

［1］emperature
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正【tiniidity

14，6

25．5
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48．0

64，9
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lnoi臼ture　conteut

Q

3，9

5．3
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1eng1h　of　raW
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工9，18083
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　　　・　　m・isture．　C・tne・t（％）

　　　Igot、the　elongation　coef五cient　by　humidity　which　changes　rapidly　at　low

temperature　and　slowly　at　high　humidi仁y　as　shown　in　table　VL

　　　（Reserch　laboratory　of　silk　manufacture，11ηperial　College　of　Sericu1ヒure　　　　．

　　　and　Silk・industry　Uyeda，　Japan．）


